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寿の福昌寺にて長年にわたり住職を
務め、学校法人總持学園理事、監事
を経て2021年より現職。

　神奈川県横浜市にある總持寺といえば、鎌倉時代に創建
された福井県の永平寺と並ぶ曹洞宗の大本山です。この總
持寺を母体とする学校法人総持学園によって1970年に開
設されたのが、「臨床の鶴見」として高く評価されている
鶴見大学歯学部です。
　禅の教えに基づいて感謝、報恩の心を養う「大覚円成　
報恩行持」という同学園の建学の精神は、1924年に前身
である光華女学校が設立された際に、初代校長で曹洞宗の
僧侶であった中根環堂が定めたものです。この仏教の教え
を受け継ぎながら進められている、同学部での患者に寄り
添う優れた歯科医師の養成について、中根正賢学長にお聞
きしました。

学
校
法
人
発
足
か
ら
１
０
０
周
年

全
身
管
理
に
長
け
た
歯
科
医
師
を
養
成
し
、

超
高
齢
社
会
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢
献
す
る
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敬
愛
の
精
神
を
も
っ
た

歯
科
医
師
を
養
成

　

２
０
２
４
年
に
総
持
学
園
  （1）

創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
鶴
見
大
学
。
そ
の
源
流
に

あ
る
の
は
、
１
９
２
４
年
設
立
の
光
華
女

学
校
で
す
。
鎌
倉
時
代
を
生
き
た
曹
洞
宗

の
僧
侶
・
瑩
山
禅
師
は
女
人
救
済
に
重
き

を
置
い
た
と
さ
れ
、
よ
り
広
く
、
よ
り
多

く
の
人
々
の
救
済
を
目
指
す
思
い
は
「
大

覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と
い
う
建
学
の
精

神
と
な
っ
て
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。「
大
覚
円
成
」
が
意
味
す
る
の
は
、

万
物
に
尊
厳
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
多
様

性
を
尊
重
し
合
お
う
と
す
る
現
代
社
会
に

お
い
て
も
重
視
す
べ
き
精
神
で
あ
り
、
そ

の
上
で
「
報
恩
行
持
」、
つ
ま
り
は
社
会

貢
献
を
行
う
大
切
さ
を
説
く
も
の
で
す
。

　

１
９
７
０
年
の
歯
学
部
設
立
に
際
し
て

も
、
初
代
学
部
長
は
敬
愛
の
精
神
を
も
っ

て
人
々
の
健
康
を
支
え
る
歯
科
医
師
の
養

成
を
重
視
し
ま
し
た
。
以
来
、
人
を
尊
ぶ

精
神
を
体
現
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、

例
え
ば
鶴
見
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
日
本
に
来
た
難
民
の

歯
科
診
療
を
無
償
で
行
っ
て
い
ま
す
。
難

民
申
請
中
は
保
険
適
用
外
だ
か
ら
こ
そ
、

多
様
な
学
生
間
の
交
流
が

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
て
い
く

　

歯
科
医
師
と
な
っ
て
社
会
貢
献
す
る
に

は
、
卒
業
後
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
で
の

合
格
が
大
前
提
で
す
。
ま
た
２
０
２
４
年

度
か
ら
は
、
５
年
次
の
臨
床
実
習
に
向
け
、

全
国
共
通
の
公
的
試
験
と
な
っ
た
「
共
用

試
験
  （2）

」
が
、
全
国
の
歯
学
部
で
４
年
次

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同

学
部
で
は
、
７
週
間
ご
と
に
定
期
試
験
を

実
施
す
る
短
期
集
中
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
  （3）

を

共
用
試
験
対
策
と
し
て
２
０
１
９
年
度
に

導
入
。
共
用
試
験
の
「
Ｃ
Ｂ
Ｔ
」
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
実
施
さ
れ
る
た
め
、
定
期

試
験
は
原
則
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
物
や
化
学
、
物
理
な
ど
を
高

校
時
代
に
勉
強
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
学

生
に
は
、
入
学
前
教
育
の
機
会
を
設
け
る

ほ
か
、
入
学
後
も
理
科
教
育
の
科
目
設
置

や
補
講
な
ど
で
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
「
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
  （4）

」
に
よ
っ

て
４
年
次
ま
で
は
月
に
１
回
、
５
・
６
年

次
は
毎
週
の
よ
う
に
面
談
を
設
け
て
お
り
、

も
と
も
と
は
文
系
志
望
だ
っ
た
学
生
に
も

好
評
だ
と
中
根
正
賢
学
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
本
気
で
歯
科
医
師
に
な
り
た
い
と
い

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
）
な
ど
と
連
携
し
て
治
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
契

機
と
し
て
、
口
腔
情
報
に
基
づ
く
身
元
確

認
支
援
に
尽
力
す
る
な
ど
、
人
と
し
て
の

尊
厳
を
守
る
た
め
に
「
死
」
と
向
き
合
う

活
動
も
続
け
て
い
る
の
で
す
。

地
域
社
会
に
根
を
張
る

仏
教
系
大
学
と
し
て
の
強
み

　

こ
う
し
た
、
仏
教
系
大
学
ら
し
い
鶴
見

大
学
歯
学
部
の
行
事
の
一
つ
が
「
新
入
生

本
山
参
禅
会
」
で
す
。
新
入
生
は
５
月
に
總

持
寺
に
お
い
て
坐
禅
体
験
な
ど
を
通
し
て

自
己
を
見
つ
め
、
僧
侶
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
や
敬
愛
の
精
神
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
１
年
次
に
「
宗
教
学
」
を
配
置
し
、

独
自
の
教
養
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
次
に
は
、
他
大
学
の
歯
学
部
と
同

様
に
人
体
解
剖
も
行
い
ま
す
。
鶴
見
大
学

の
特
徴
は
、
他
大
学
よ
り
も
大
規
模
な
慰

霊
行
事
「
解
剖
献
体
精
霊
供
養
法
会
」
を

總
持
寺
で
紫
雲
臺
猊
下
ご
導
師
の
も
と
行

い
、
関
わ
る
学
生
全
員
が
参
加
す
る
こ
と

で
す
。
学
生
が
ご
遺
体
や
ご
遺
族
の
存
在

を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
、
高
い

倫
理
観
と
敬
愛
・
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
解
剖
に
臨
む
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
５
年
次
に
鶴
見
大
学
歯
学
部

附
属
病
院
で
取
り
組
む
「
診
療
参
加
型
臨

床
実
習
」
も
、
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と

行
わ
れ
ま
す
。「
地
域
社
会
に
勉
強
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
自
覚
と
感
謝

が
学
生
に
芽
生
え
、
歯
科
医
師
と
な
っ
て

そ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
で
、
社
会
に
貢
献

す
る
道
筋
を
認
識
す
る
の
で
す
。

（1） 総持学園
　関東大震災翌年の1924（大正13）、曹洞宗大
本山總持寺を開いた瑩山禅師の600回大遠忌を
記念し、光華女学校（現・鶴見大学附属中学・
高等学校）として発足した。2024年に創立100
周年を迎える。鶴見大学は1953年、鶴見女子短
期大学としてスタート。63年に鶴見女子大学と
なり、70年に歯学部設置。73年、歯学部の男女
共学化を受けて鶴見大学に名称を変更した。

（2） 共用試験
　臨床実習を行う上で必要となる歯学や歯科治
療に関する知識、技術、コミュニケーション能
力、態度を評価するための試験。歯科医師育成
に携わる全国の歯学部が試験問題を作成し、共
有して実施している。臨床実習開始前に習得す
べき知識をCBT（Computer Based Testing）で、
態度・技能をOSCE（Objective Structured Clinical 
Examination）で評価する。2024年から「公的
化」が図られ、歯科医師法で定めた公的試験と
なった。そのためこれまで試験の合否判定は各
大学に委ねられていたが、統一合格基準となる。

（3） 短期集中カリキュラム
　１～４年生の１年間の学習カリキュラムを前
期２期、後期３期に分け、１科目につき７週
（１期）で14コマをこなす。一つのテーマを短
期間で集中して学ぶ一方、年度末の第５期を
〝総復習〟の期間に充て、前・後期で学んだ全
科目について知識の定着を図る。

（4） チューター制
　学生数人に対して、教員１人を「担任」とし
て割り当て、学生の成績をもとに、一人一人に
合った勉強方法や、苦手分野の克服法をアドバ
イスするなど、きめ細かい指導で効率的な知識
と能力の定着を図る。スケジュールや健康面の
管理にも気を配り、学生が気軽に相談できる雰
囲気も心がけられている。

　
「『
親
が
歯
科
医
師
だ
か
ら
』
な
ど
漠
然

と
進
路
を
選
ん
で
い
た
学
生
が
、
明
確
で

強
固
な
意
志
を
も
っ
て
編
入
し
た
仲
間
の

本
気
度
に
刺
激
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
歯
科
医
師
で
あ
る

親
と
同
じ
道
を
無
条
件
に
進
む
こ
と
に
反

発
し
て
別
の
職
業
に
就
い
た
も
の
の
、
社

会
を
知
っ
て
あ
ら
た
め
て
歯
科
医
師
と
い

う
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
遠
回
り
し

て
編
入
学
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
多
様
な
学
生
同
士
の
語
ら
い
を
通

し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
性
が
磨
か
れ

て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
」（
中
根
学
長
）

口
腔
に
関
す
る
専
門
性
を
軸
に

全
身
管
理
の
知
識
を
身
に
つ
け
る

　

鶴
見
大
学
で
は
、
全
身
に
関
わ
る
医
学

領
域
も
学
び
ま
す
。
こ
れ
は
、
歯
科
医
師

に
全
身
管
理
の
知
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
と
り
わ
け
こ
れ
か
ら
の
高

齢
社
会
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
高
齢

者
が
全
身
の
ど
こ
か
に
何
ら
か
の
疾
患
が

あ
る
と
想
定
し
て
歯
科
診
療
に
当
た
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。
口
腔
内
に
雑
菌
が
増

え
れ
ば
全
身
に
影
響
が
及
ぶ
ほ
か
、「
食

べ
る
」「
話
す
」
と
い
っ
た
〝
楽
し
み
〞

を
担
当
す
る
口
腔
機
能
が
低
下
す
る
こ
と

は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Quality of life

）
の
低

下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
従
来
通
り
虫
歯
を

削
っ
て
治
療
す
る
よ
う
な
一
般
的
な
歯
科

医
療
も
行
い
な
が
ら
、
全
身
の
健
康
に
貢

献
で
き
る
歯
科
医
師
が
求
め
ら
れ
て
い
く

と
中
根
学
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
総
合
病
院
で
は
手
術
前
に
周
術
期
歯

科
健
診
と
し
て
口
腔
ケ
ア
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
歯
科
医
師
が
病
院
と
連
携
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開

業
し
て
い
る
歯
科
医
師
の
も
と
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
を
も
つ
患
者
さ
ん
が
来
ま
す
。

歯
科
医
師
は
患
者
さ
ん
の
既
往
歴
や
服
薬

状
況
を
把
握
し
た
上
で
判
断
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
な
ど
の
基
礎
疾
患

が
あ
れ
ば
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
で
す

し
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
糖
尿
病
患
者
の

場
合
、
抜
歯
を
行
う
な
ら
事
前
に
抗
生
物

質
を
投
与
し
て
免
疫
力
を
高
め
て
お
く
必

要
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、

内
科
医
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
見

て
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
全
身

管
理
を
理
解
す
る
上
で
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
解
剖
学
実
習
は
全
身
を
対
象
と
し
ま

す
」受

験
生
の
〝
や
る
気
〞
を

高
め
る
特
待
奨
学
生
制
度

　

こ
う
し
た
全
身
管
理
に
加
え
、
近
年
は

訪
問
で
の
歯
科
診
療
や
審
美
歯
科
の
ニ
ー

ズ
も
向
上
。
将
来
に
は
幅
広
い
可
能
性
が

あ
り
、
同
学
部
の
卒
業
生
も
、
厚
生
労
働

省
な
ど
の
公
的
機
関
や
口
腔
衛
生
関
連
の

一
般
企
業
に
勤
務
し
た
り
、
研
究
職
に
つ

い
て
次
世
代
の
治
療
技
術
な
ど
を
探
求
し

鶴見大学　 　受験生応援サイト

新入生特待奨学生制度
う
〝
や
る
気
〞
さ
え
あ
れ
ば
、
文
系
出
身

で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
と
し
て
は

学
び
の
門
戸
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
し
、
そ
の
た
め
に
も
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
ほ
か
、
学
生
が
任
意
で
臨
床
研
究

に
参
加
で
き
る
「
ア
ド
バ
ン
ス
ゼ
ミ
」
な

ど
も
開
講
。
直
接
的
な
国
家
試
験
対
策
で

は
な
い
も
の
の
、
将
来
の
幅
広
い
可
能
性

を
認
識
す
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
学
部
で
は
多
様
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学
生
の
存
在
が
、
好
影

響
を
生
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍

を
機
に
医
療
職
の
重
要
性
を
感
じ
て
編
入

学
す
る
学
生
が
増
加
。
非
医
療
系
学
部
の

卒
業
後
や
、
社
会
人
経
験
を
経
て
編
入
す

る
学
生
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

た
り
と
、
多
様
な
道
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
〝
入
り
口
〞
の
部
分

で
問
題
と
な
る
の
は
、
６
年
間
の
学
費
で

す
。
そ
こ
で
、
同
学
部
で
２
０
２
２
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
新
入
生
特
待
奨

学
生
制
度
」
で
す
。
１
月
に
行
わ
れ
る
個

別
選
抜
が
対
象
で
す
が
、
学
校
推
薦
型
選

抜
や
総
合
型
選
抜
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
年
内

入
試
で
合
格
し
た
受
験
生
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
、
成
績
に
応
じ
学
納
金
の
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
上
図
参
照
）。

そ
こ
に
は
、
年
内
入
試
合
格
者
の
継
続
的

な
学
習
を
促
す
意
図
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

歯
科
医
師
過
剰
の
厳
し
さ
の
先
に

明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る

　

近
年
は
歯
科
医
師
過
剰
と
い
わ
れ
る
半

面
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
健
康
長
寿
社

会
の
実
現
に
向
け
て
歯
科
の
重
要
性
も
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
中
根
学
長
は

次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
歯
科
医
師
過
剰
の
打
開
策
と
し
て
、

歯
科
医
師
国
家
試
験
の
難
易
度
が
上
が
る

な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
厳
し
さ
が
あ
る
こ
と

は
事
実
で
す
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
省
に

よ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
の
段
階
で
歯
科
医
師

の
約
50
％
が
50
歳
以
上
で
あ
り
、
平
均
年

齢
は
54
歳
。
定
年
が
な
い
職
業
で
は
あ
る

に
せ
よ
、
10
年
後
、
20
年
後
に
は
歯
科
医

師
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

現
在
の
学
生
や
受
験
生
が
40
代
前
後
に
な

る
頃
に
は
、
歯
科
医
師
は
よ
り
貴
重
な
存

在
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
未
来

で
活
躍
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
本
学
で
全

身
管
理
に
長
け
た
歯
科
医
師
へ
の
道
を
歩

み
始
め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
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Information
鶴見大学歯学部は
学ぶ意欲の高い受験生を
応援します。

在学生の奨学生制度もあります
歯学部特待生…2年次～6年次を対象に前年度の成績により学納金
が一部免除されます。
1～3位200万円、4～10位100万円（2年生のみ11～30位50万円）を免除

新入生特待奨学生チャレンジ制度ができました
指定校推薦1・2期、総合型選抜1・2・3期で合格した方は、合格
を維持したまま特待生選抜試験（個別選抜型1期）を受験して、
新入生特待奨学生を目指すことができます。
（小論文・面接は免除、検定料無料、試験日2025年1月29日）

初年度学納金より1～3位までは350万円（全額免除）、4～10位
までは200万円をそれぞれ免除します。
※ 11位以降20名は入学奨学金として初年度学納金より100万円を免除します。
※ 個別選抜型1期は特待生選抜試験を兼ねています。詳細はホームページ等
をご確認ください。

一般選抜（個別選抜型）1期の
成績上位10名が対象
最高350万円（学納金全額）免除

ここが
ポイント
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